
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

１ 月 標準学力分析検査（1年） 

中間考査（2・3年）・家庭訪問 

２１ 日 修学旅行（1日目）大阪・奈良 

２２ 月 修学旅行（2日目）京都 

２ 火 中間考査（2・3年）・家庭訪問 ２３ 火 修学旅行（3日目）大阪・神戸 

スクール救命士（2年） ３ 水 憲法記念日 

４ 木 みどりの日 ２４ 水 代休（3年） 

５ 金 こどもの日 ２５ 木 午前中授業（3年） 

８ 月 生徒専門委員会 ☆3年生は修学旅行です。体調管理に努めま

しょう。ゴールデンウイーク明けです。学習や生

活のリズムを崩さないことが大切です。特に、

朝の時間を守りましょう。ぎりぎりで登校しない

ように時間にゆとりをもちましょう。 

★5月行事のお知らせが遅くなりました。 

９ 火 明日への伝言板 

１０ 水 検尿（2回目） 

１７ 水 全市一斉部活動休止日 

検尿（3回目） 

19 金 修学旅前日指導（3年） 

 

 

 

校長先生が10年ぶりに板櫃中学校に戻って1か月が経ちました。着任式、始業式、対面式

と全校が集まる場面で感心したことがあります。それは、「拍手」です。授業を廊下から見る機

会もありますが、その時でも発表する友達に温かい拍手が送られています。先生も多くの学校で授

業をしてきましたが、板櫃中学校のように自然に拍手が湧く学校というのは少ないと思います。 

自分の考えを述べたり、説明したりする際には、勇気がいるものです。ところが、板櫃中学校で

は、指名された生徒が説明をし終わると、すぐにみんなから大きな拍手がわき起こります。「説明し

てよかった」「聞いてくれてうれしい」という気持ちになります。発表者だけでなく、聞いている生徒

も、この教室では安心して発言できると感じて、「今度は自分も」というように勇気をもちます。 

拍手は、一人一人が大切にされるために、なくてはならないものなのです。「拍手で仲間を勇気

づける」板櫃中学校の生徒に思わず笑顔になりました。 

＜まとめ＞拍手は発言した人を勇気付けると同時に、聞いている人にも送られている・・・。 

〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇● 

拍手は、授業や学級活動、行事には欠かせないものです。「拍手＝思いやり」と言ってもいいで

すね。先生は担任の時、「１番大切なものは命」「２番目は拍手、思いやり、優しさ」を大切にしてい

ました。数年前、「みんなのためのルールブック～あたりまえだけどとても大切なこと～」という外国

の教育書で、「がんばった友達やお世話になった人には拍手をしよう」という項目がありました。拍

手は手軽にでき、思いやりを表す手段です。 

では、ここで拍手について考えてみましょう。次のことに気を付けて、「拍手」をしてみませんか。 

●話さなくても拍手はできる。 ●細かく 速く 元気よく。 ●手の合わせ方。 ●いつ拍手をするの

かを考える。 ●がんばった友達がいたら拍手。 ●意見が同じだと思ったら拍手。 ●お世話にな

った人に最後に拍手。（講演会など） ●ゲストティチャーなど来賓の方を出迎える時に拍手。 ●

素直に反省できたら拍手。 ●たかが拍手、されど拍手。 です。 

こうした一歩一歩の積み重ねです。特に、「自信を付けていく」、「更に自分の力を高めていく」た

めには、まさに拍手や握手、感謝の言葉など、お互いを認め合う行動の積み重ねが必要だと思い

ます。自然に出てくる様々な行動が、みなさんの周りの友達によい影響を及ぼしているとなれば、ど

んどんやった方がいいなって思いませんか。 

校長先生は教育委員会で勤務していた時、多くの学校で話す機会がありました。話が終わった

あと、時々いただくものがあります。拍手です。あの時の音は、瞬間、とてもうれしいものですし、お

互いに感謝の気持ちを表せるという点では、音を一緒に聴くと幸せになります。 

話を終えて、お互いにやりきった、頑張った、ではありませんが、最後に拍手をいただけるのは、

講師をしていて嬉しい瞬間でした。お互いを承認し合える時間でもあり、更にこの先のお互いの幸

せと発展を願うような合図のように思います。「自然に出てくる拍手」には、本当に自信をいただき

ました。全校集会などで生徒のみなさんから拍手をたくさんもらうとき、いつも感謝の気持ちが湧

いてきます。自然にみんなが感謝をしあえた、喜びを分かち合えた証なのかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お詫びと訂正】学校通信第３号で紹介した職員氏名で生徒指導主事の大森先生は「大森靖雄」

先生です。お詫びして訂正いたします。 

      北九州市立板櫃中学校 学校通信 第 15号 
 
 
 
 
 
 

令和５年５月１２日（金）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

５月行事をお知らせします！ 

拍手で仲間を勇気づけよう～板中の「拍手」こそ北九州市№１！ 【時間がある時に読んでみよう（豆知識）】 

見えないところに工夫はある 

 今、日本にはなんと 3,969,500台の自動販売機があるのだそうです（２０２２年 12月統計）。

あの自動販売機、「商品の出口がどうしてあんなに下にあるのだろう」「もっと、上にあればとりや

すいのに」と思ったことはありませんか。実は、上から、商品を出すようにすると、一度商品を上に

持ち上げなければならなくて、３～５秒よけいにかかってしまうそうです。３～５秒くらいと思うか

もしれません、自動販売機を製造している会社はきちんと、人間が待てる時間というのを調査して

いるのです。 なんと、日本人が待てる時間はわずか４秒。アメリカ人は１２秒だったそうです。 日

本人はかなりせっかちな人種ということになるわけですが、そのために自動販売機を製造してい

る会社は、早く落とすための工夫をしているということですね。 


